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（奥東山スキ

土曜日・日曜日になる卓、県内外から親子連れで、友人同士で、そしてカップル

戦　でごった返す奥大山スキ‾場0
新しくできたペア・リフトもフル回転し、白銀のゲレンデ（スキー場）には、カラ

フルなスキーウェアに身をつつんだスキーヤーが、思い思いのシュプール（スキー

をしたあとにのこる跡）を描きながら、冬のひとときを満喫しています。
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日
野
川
に

ふ
れ
番
い
・
憩
い
の
囁

幼
い
こ
ろ
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
魚
つ
り
を
し
た
田
野
川
。
夏
に
な
る
と
た
く
さ
ん

の
蛍
が
飛
び
交
っ
た
日
野
川
。
だ
れ
に
で
も
心
の
ど
こ
か
に
刻
み
込
ま
れ
た
日
野
川
と
の

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
日
野
川
は
私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
や
す
ら
ぎ
の
場
で

し
た
。
そ
し
て
、
今
日
野
川
は
新
し
く
生
ま
れ
変
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
な
か
で
川
と
ふ
れ
あ
い
、
人
と
人
が
交
流
し
、
そ
し
て

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
思
う
存
分
に
楽
し
め
る
憩
い
の
場
と
し
て
。

とづくり推進事業で行う河川整備
（佐川地区）

町
内
で
四
カ
所

河
川
整
備

今
、
日
野
川
流
城
で
十
カ
所
の
河

川
整
備
が
計
画
さ
れ
、
を
か
に
は
す

で
に
着
工
し
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

日
野
川
に
お
い
て
、
最
初
に
行
な

わ
れ
た
の
が
、
町
内
を
流
れ
る
船
谷

川
で
す
。
（
昭
和
五
十
六
年
着
工
）

江
尾
十
七
夜
の
折
に
マ
ス
釣
り
大

会
、
夜
に
は
灯
ろ
う
と
多
く
の
人
々

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
こ
の
船
谷
川
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
を
河
川
整

備
が
行
な
わ
れ
る
理
由
は
、
川
と
ふ

れ
あ
い
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る

心
を
養
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
親
子
で
、
友
達
同
士
で
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
郷
士
の
よ
さ
を
肌
身
で
実

感
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
、

そ
の
大
き
を
意
義
が
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
た
び
、
江
府
町
内
で
は
四
カ

所
の
河
川
整
備
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

第
一
は
、
佐
川
地
区
を
流
れ
る
日

野
川
の
右
岸
で
す
。
こ
の
地
域
は
昨

年
、
鳥
取
県
よ
り
　
「
じ
げ
の
川
」
と

●

し
て
指
定
を
受
け
た
所
で
あ
り
、
自

治
省
の
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
（
平
成
五

年
度
か
ら
河
川
ふ
れ
あ
い
整
備
事
業

と
名
称
が
変
更
）
　
で
、
平
成
四
年
度

か
ら
六
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

次
に
第
二
、
第
三
と
し
て
、
町
民

総
合
運
動
公
園
側
と
江
府
中
学
校
周

辺
で
す
。
こ
功
は
、
地
域
福
祉
推
進
特
別
対

策
車
菓
（
ふ
れ
あ
い
の
水
辺
整
備
事

茎
で
平
成
四
年
度
か
ら
五
年
度
に

か
け
て
実
施
し
ま
す
。

▲すでに工事が始まった夜板橋周辺

Soumu
四角形

Soumu
テキストボックス
▲ふるさとづくり
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こ
の
二
つ
の
事
業
は
、
高
水
敦
を

利
用
し
池
を
つ
く
っ
た
り
、
小
川
を

つ
く
り
魚
を
は
を
し
、
子
供
た
ち
が

川
で
遊
べ
る
よ
う
を
環
境
整
備
を
行

う
も
の
で
す
。

第
四
に
、
武
庫
部
落
周
辺
の
俣
野

川
で
す
。
こ
れ
は
、
鳥
取
県
単
独
事

業
で
現
在
は
家
ノ
前
橋
か
ら
上
流
を

整
備
し
、
自
然
石
を
積
ん
で
魚
が
住

め
る
環
境
を
つ
く
っ
た
り
、
多
目
的

広
場
を
ど
、
親
子
で
自
然
体
験
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

●佐
川
地
区
に

ふ
れ
あ
い
公
園

梓
に
目
を
引
く
の
は
、
「
じ
げ
の

川
」
　
の
指
定
を
受
け
た
佐
川
地
区
の

日
野
川
の
右
岸
で
す
。

こ
こ
で
は
、
県
が
治
水
を
目
的
に

し
た
河
川
整
備
を
行
い
、
そ
れ
を
基

盤
に
高
水
敦
を
利
用
し
、
そ
の
上
で

江
府
町
が
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業

と
し
て
更
に
充
実
を
図
っ
て
い
く
計

画
で
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

①
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス

（
普
段
、
自
由
に
自
転
車
に
乗
る
場

所
が
を
い
た
め
、
こ
こ
で
思
い
切
り

楽
し
ん
で
も
ら
う
場
を
提
供
す
る
）

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ヌ
ー
。

③
遊
歩
道
二
・
五
キ
ロ
）

④
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
四
面

⑤
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一
面

⑥
子
供
の
広
場
　
一
カ
所

⑦
あ
そ
び
の
小
池
一
カ
所

⑧
さ
さ
ぶ
ね
小
川
　
六
〇
〇
㍍

こ
の
よ
う
を
施
設
を
利
用
し
て
、

地
域
と
地
域
の
交
流
、
世
代
間
交
流

な
ど
を
行
う
計
画
で
、
平
成
五
年
度

か
ら
本
格
的
に
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

き
れ
い
な
日
野
川
は

み
ん
な
の
手
で

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
町
を
流

れ
る
川
も
大
き
く
変
わ
り
、
日
野
川

で
船
谷
川
で
そ
し
て
俣
野
川
で
遊
ぶ

子
供
た
ち
の
歓
声
が
湧
き
上
が
る
の

も
あ
と
わ
ず
か
で
す
。

そ
し
て
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
る

公
園
も
多
目
的
広
場
も
そ
し
て
小
川

も
地
域
に
住
む
私
た
ち
の
も
の
。
大

切
に
使
う
こ
と
と
合
せ
て
、
草
を
取

っ
た
り
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
り
す
る
を

ど
環
境
整
備
に
心
が
け
、
「
じ
げ
の

川
」
と
し
て
誇
り
を
持
て
る
川
を
私

た
ち
の
手
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
の
を
い
、
気
持
ち
の
よ
い
川

こ
そ
、
江
府
町
の
自
慢
の
ひ
と
つ
、

名
所
の
ひ
と
つ
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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出した江府町
暮しを守るため、着実に整備進む

市民農園「カサラフアーム」6月開園予定
土にふれあい、作物をつくる楽しさを満喫して頂くために、市民農園
が6月に開園予定。1区画（500nf）を年間10万円の利用料金で。42区画
の利用者を募集中（2月26日・〆切り）高原で野菜作りに挑戦を。

▲開園を待つ「カサラファーム」向こうに見えるのが管理棟（笠鳥原）

▲フル回転のペア・リフト（奥大山スキー場）

奥
大
山
ス
キ
ー
場
に
ペ
ア
・
リ
フ
ト
完
成

ス
キ
ー
ヤ
ー
快
適
な
ス
キ
ー
に
大
喜
び

大
ぜ
い
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
う
奥
大
山
ス
キ
ー
場
に
お

目
見
え
し
た
ペ
ア
・
リ
フ
ト
。
延
長
三
八
五
㍍
（
標
高
差
七
五

㍍
）
一
時
間
に
二
一
〇
〇
人
が
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
工
事
費
一
億
三
〇
〇
万
円
）

林
道
杉
谷
貝
田
線

一
部
が
完
成

林
道
杉
谷
貝
田
線
（
林
道
杉
谷
貝

田
線
開
設
事
業
）
は
着
実
に
進
み
、

杉
谷
工
区
・
延
長
五
五
㍍
（
工
事
費

九
八
一
万
五
千
円
）
そ
し
て
貝
田
舗

装
工
区
・
延
長
三
五
〇
㍍
（
工
事
費

六
九
五
万
九
千
円
）
が
完
成
い
た
し

ま
し
た
。

▲工事中の林道杉谷貝田線

防火水槽を吉原に設置
安全を生活を確保するために吉

原地内に防火水槽を建設中。

水槽の容量は40t。有蓋の型式。

（請負額499万5千円）

▲建設中の防火水槽（吉原）

Soumu
四角形
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大きく動き
健康で、快適で、安心した

▲
柿
原
地
区
の
ほ
場
整
備

ま
た
、
柿
原
地
区
で
は
、

初
め
て
と
在
る
ほ
場
整
備
も

現
在
、
三
・
八
茄
の
施
工
が

実
施
さ
れ
、
最
終
的
に
は
九

筋
の
整
備
が
行
わ
れ
る
見
込

み
で
す
。

貝
田
地
区
・
林
原
地
区
で
進
む
県
営
は
場

中
山
同
地
域
農
村
活
性
化
総
合
整
備
事
業

▲工事の進む予冷センター（美用）

農産物集出荷予冷センター

（美用）が建設

特産の農産物を新鮮をまま大量

に貯蔵し適時、市場に輸送できる

体制を整えるため予冷センターが

美用の集出荷施設に建設されます。

総工事費126，520千円

1棟　　　681．15Ⅰガ

押
上
日
日
さ
′
刑
此

ー

、

′

′

′

ヅ

Soumu
四角形

Soumu
四角形



江

＼
ノ
■

l
紅

県営は場整備事業（江尾・

◎　　宮市・宮市原地区）が進む

米子自動車道の周辺で施工されている

県営は場整備も着々と工事が進んでいま

す。

小
江
尾
川
の
左
岸

に
位
置
す
る
北
平
地

区
は
現
在
、
受
益
面

積
〇
・
八
茄
の
工
事

が
着
実
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

は
場
整
備
が
進
む

地
域
改
善
対
策
事
業
（
北
平
地
区
）
の

毛

1
1
1
、

けヽ自虐ふ、

～

　

　

　

　

●

－

1

－

－

で

－

ヽ

l・．川

「
ライスセンターの建設（江尾地内）

生産基盤の整備とともに、生産の効率化を図るためライスセ
ンターは大きな役割を占めています。
そのライスセンターの建設がスタートしました。

（総事業費3億5，591万円　1棟1，167．5が）

也

l

　 圧正己

区区I 囲 遍

「「
頼 ．，

⑧
完
成
時
の
図
面

ロ l　q l　　　⊂】 l　⊂コ
l
皿

些聖

由屯

皿

圧E a

由ココ

旺由

EⅢ：B

E≡ロ

ー＝E：l8 ≡B
l　 l　 ヨ

E率 E巨田
－

．恥　　 ＿　 ■■＝i ＝．■

l－ 一－ ● ・－ 一・・・．・．・．・．・－ ■±竺 ＝

老朽化していた宮市集会所が新しく宮市構造改

善センターとして生まれ変ります。

（工事費27，913千円1棟152．70nf）

また、御机でも多目的集会施設が着工しました。

御
机
多
目
的
集
会
施
設

宮
市
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
着
工

Soumu
四角形
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大きく変わる江尾橋・工事着工

㊧

江
尾
の
町
の

玄
関
と
な
る
江

尾
橋
は
、
橋
の

幅
が
狭
く
、
大

型
車
の
通
行
や

歩
行
者
の
通
行

に
大
き
を
支
障

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
こ

の
た
び
大
き
く

整
備
さ
れ
ま
す
。

従
来
の
幅
員

四
・
五
㍍
が
一

〇
・
五
㍍
に
整

備
さ
れ
、
行
楽

シ
ー
ズ
ン
、
朝

夕
の
通
勤
時
の

混
雑
が
緩
和
さ

れ
ま
す
。

⑩

江
府
中
学
校
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
が
完
成

⑬

上
の
写
真
の

校
舎
に
は
、
技

術
室
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
教
室

が
あ
り
、
生
徒

二
人
で
使
う
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
十
五
台
と
教

員
用
と
し
て
二

台
が
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

（
校
舎
は
工
事

費
六
、
一
四
九
万

一
千
円
）

順調に工事進む

俣野地区は場整備
ト
日
ノ
詰
周
辺
で
進
む
ほ
場
整
備

着実に進む集落排水工事

下
安
井
・
洲
河
崎
・
荒
田
・

半
ノ
上
・
宮
ノ
前
・
武
庫
・

新
道
・
一
旦
の
各
集
落
で
は

今
、
集
落
排
水
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
部
の
地
域
で
は
完
成
し

生
活
雉
排
水
を
ど
の
処
理
が

行
わ
れ
、
自
然
に
や
さ
し
い

シ
ス
テ
ム
が
で
き
つ
つ
あ
り

ま
す
。（
九
工
区
　
総
工
事
費
二

億
二
九
三
七
万
円
）

町
民
総
合
体
育
館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

身
障
者
の
ト
イ
レ
な
ど
設
置
工
事
始
ま
る

▲新道地区で進む集落排水工事

▲基礎工事が進む

自
治
省
の
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

事
業
で
町
民
総
合
体
育
館
を
一
部
改

装
し
、
二
階
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
、
二
階
に
身
障
者
用
の
ト
イ
レ

の
設
置
、
玄
関
を
自
動
屍
に
す
る
な

ど
、
更
に
使
用
上
、
便
利
に
な
る
よ

う
に
改
装
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

Soumu
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「婦人問題アンケート」からみた女性の実情は

町では昨年12月、婦人問

題地域推進員（5人）の活動

の一環として女性を取りま

く状況についてアンケート

を実施しました。

（このアンケートは、選挙

人名簿から男女200人を抽

出し、調査を行い、回収率

は67．5％でした。）

このアンケートの集計結

果からみた女性のおかれて

いる実情について考えてみ

たいと思います。

干
、
女
性
が
低
い
こ
と
が
興
味
深
い

と
こ
ろ
で
す
。

「
男
性
も
家
事
を
し
て
い
ま
す
か
」

と
の
質
問
に
「
は
い
」
と
回
答
し
た
数

値
に
男
性
と
女
性
で
約
2
0
％
の
差
が

あ
り
、
「
い
い
え
」
と
の
回
答
は
女
性

が
約
6
7
％
、
男
性
が
約
4
6
％
と
違
い

が
あ
り
ま
す
。

男
性
が
家
事
を
す
る
率

5
4
％
（
男
性
の
回
答
）
・
M
％
（
女
性
の
回
答
）

や
っ
ぱ
り
財
布
の
ひ
も
は

女
性
が
大
半

「
夫
は
外
・
妻
は
家
庭
」
と
い
う
考

え
方
に
「
賛
成
」
・
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
賛
成
」
と
い
う
回
答
が
男
女
と
も

約
50
％
と
あ
り
、
「
反
対
」
・
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
反
対
」
と
い
う
回
答
が

男
性
で
約
5
0
％
。
女
性
で
4
3
％
と
若

｝ 男性　　 間 1 ．「夫は外 で働 き、妻は

⊂コ女性　　　　　 家庭 を守 る」 とい う

考 え方 について

37．8

26・2馴 飽・5　 24．6

1鮎 ■2　 齢 ■2 胃

賛成　 反対　 錆鑓 崇 露 わからか’

的
で
す
。

●

「
家
庭
で
の
家
計
の
管
理
」
は
「
妻

が
し
て
い
る
」
と
の
回
答
が
男
性
で

6
0
％
、
女
性
で
50
％
と
予
想
ど
お
り

の
数
値
が
出
て
い
ま
す
が
、
「
夫
婦
同

等
に
」
の
回
答
も
男
性
で
2
3
％
、
女

性
で
3
7
％
を
示
し
て
い
る
の
も
特
徴

◎

とこ－
つ
思』『女性に生まれて

●
共
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
家

庭
に
帰
る
と
家
事
、
子
育
て

は
女
の
す
る
こ
と
に
怒
り
が

ち
で
す
。
男
性
に
も
で
き
る

家
事
は
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
2
0
代
）

●
結
婚
し
て
家
族
が
た
く
さ
ん

で
き
た
こ
と
は
す
ぼ
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
農
家
に
嫁
い
で
思

う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
自
分
の

時
間
が
な
い
こ
と
で
す
。

一
月
に
一
度
の
休
み
か
、

自
由
を
時
間
が
あ
れ
ば
…
。

そ
の
へ
ん
が
農
家
に
お
嫁
さ
ん

が
来
な
い
理
由
で
は
。
（
4
0
代
）

（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
よ
り
）
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－

⑳

結
婚
は
一
人
立
ち
で
き
れ
ば

し
な
く
て
も
。
女
性
回
答
3
0
％

し
て
お
り
、
男
性
と
女
性
で
は
約
1
0

％
の
差
が
あ
り
ま
す
。

女
性
の
結
婚
が
変
化
し
っ
つ
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

男
女
と
も
約
4
1
％
～
4
6
％
が
「
経

済
的
・
精
神
的
に
安
定
す
る
か
ら
結

婚
し
た
方
が
よ
い
」
と
の
回
答
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
が
、
「
一
人
立
ち
出
来

れ
ば
結
婚
し
な
い
方
が
よ
い
」
と
の

回
答
が
女
性
で
3
0
％
で
あ
る
こ
と
を

ど
、
大
変
特
徴
的
な
数
値
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

子
供
の
し
つ
け
は
夫
婦
い
っ
し
ょ
に

男
性
細
％
・
女
性
細
0
％

福田町長と女性の問題について語り合う、
婦人問題地域推進員のみなさん（町長室）

「
子
供
の
し
っ
け
」
に
つ
い
て
、
「
夫

婦
同
等
で
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答

が
男
性
で
6
0
％
、
女
性
で
約
8
0
％
と

の
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
妻
が
し
て
い
る
」
と
い
う

回
答
が
男
性
で
2
3
％
、
女
性
で
約
1
5

％
の
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
、
「
そ
の
他

の
人
が
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い

る
数
値
が
男
性
で
8
％
、
女
性
で
4

％
あ
る
の
が
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で

釧
　
す
。

「
子
供
の
し
つ
け
方
に
つ
い
て
」
は
、

様
々
を
意
見
が
分
か
れ
る
所
で
、
一

番
多
い
回
答
は
、
「
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら

を
い
方
が
良
い
」
が
男
女
と
も
に
約

4
4
％
で
す
。

特
徴
的
を
点
と
し
て
、
「
男
の
子
は

男
の
子
ら
し
く
、
女
の
子
は
女
の
子

ら
し
く
が
よ
い
」
　
に
対
す
る
回
答
が

男
性
で
約
3
4
％
、
女
性
で
約
2
4
％
で

す
が
、
「
男
の
子
も
、
女
の
子
も
同
じ

…
」
と
の
回
答
で
は
、
男
性
が
約
2
0

％
に
対
し
て
、
女
性
が
約
3
0
％
を
示

■
自
由
時
間
は
多
彩
に
過
す

こ
の
質
問
は
多
数
回
答
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
走
っ
た
傾
向
は
分
か
り

に
く
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
一
番
多

い
男
女
の
回
答
は
、
男
性
の
3
6
％
が

趣
味
で
、
女
性
の
場
合
は
そ
の
他
（
農

作
業
等
）
で
3
8
％
を
示
し
て
い
ま
す
。

あ
と
は
、
「
レ
ジ
ャ
ー
・
娯
楽
」
そ

し
て
、
「
テ
レ
ビ
・
読
書
」
。
男
性
で
目

立
つ
の
は
「
ご
ろ
寝
」
の
1
8
％
、
女
性

で
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
（
買
物
）
の
2
0
％

が
特
徴
的
な
と
こ
ろ
で
す
。
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3日盟

－
社
会
参
加
は
積
極
的
に
男
女
と
も

30
％
の
意
見

あ
る
程
度
の
違
い
は
や
む
を
得
な
い

女
性
回
答
5

2
％
以
上
に

「
女
性
の
社
会
参
加
」
に
つ
い
て
、

「
積
極
的
に
参
加
し
た
方
が
よ
い
」
が

男
性
で
約
3
0
％
、
女
性
で
2
7
％
を
示

し
て
お
り
、
若
干
、
男
性
の
意
見
が

上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
や
れ
る
範
囲
で
や
る
方
が

よ
い
」
　
と
の
意
見
は
男
女
と
も
多
く
、

男
性
で
約
6
6
％
、
女
性
で
7
3
％
を
示

し
て
お
り
、
女
性
の
社
会
参
加
を
望

む
考
え
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
女
性
の
地
位
向
上
」
に
つ
い
て
、

「
大
い
に
改
善
」
と
「
も
っ
と
改
善
」
と

の
合
計
の
数
値
は
男
性
で
約
5
2
％
、

女
性
で
4
0
％
と
男
性
の
方
が
1
0
％
も

高
い
の
が
特
徴
的
で
す
。

ま
た
、
「
あ
る
程
度
の
差
異
は
や
む

を
得
を
い
」
の
回
答
で
、
男
性
が
約

3
8
％
、
女
性
が
5
3
％
と
女
性
の
方
が

1
5
％
も
高
い
の
が
興
味
深
い
と
こ
ろ

で
す
。

皆
様
に
ご
協
力
を
頂
い

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

以
外
と
女
性
自
身
の
方

が
現
実
的
で
保
守
的
を
よ

う
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
た

率
直
を
感
想
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
幅
広
く
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
え
ば
、
多

少
傾
向
性
が
異
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
を

り
小
在
り
、
こ
の
よ
う
を

傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
「
女
性
の
地
位

向
上
に
つ
い
て
」
は
、
「
あ

様
々
な
会
議
で
女
性
の
意
見
は

反
映
し
て
い
る
傾
向
に

■■

「
婦
人
問
題
地
域
推
進
員
」
の
設
置

の
認
識
度
は
低
い

「
女
性
の
意
見
が
軽
視
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
」
　
と
の
質
問
に
、
「
さ
れ
て

い
る
」
と
の
回
答
で
女
性
自
身
は
約

2
2
％
で
、
男
性
の
約
1
5
％
と
7
％
の

差
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の
回

答
は
、
男
性
で
は
約
4
6
％
、
女
性
で

は
3
7
％
を
示
し
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
」
と
の
回
答
は
男
女
と
も
4
0
％

と
判
断
の
艶
し
さ
を
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

「
婦
人
問
題
地
域
推
進
貞
」
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
大
半
の
方
が
ご

存
じ
あ
り
ま
せ
ん
。
（
男
性
で
8
0
％
、

女
性
6
5
％
が
〝
知
ら
を
い
″
と
回
答
）

こ
の
婦
人
問
題
地
域
推
進
員
制
度

は
鳥
取
県
で
昭
和
6
1
年
に
発
足
し
、

江
府
町
で
は
五
人
の
方
が
設
置
さ
れ
、

婦
人
の
地
位
向
上
の
啓
発
、
婦
人
問

題
に
関
す
る
相
談
を
ど
を
行
っ
て
お

り
、
婦
人
問
題
を
考
え
る
上
で
地
域

推
進
員
の
役
割
に
つ
い
て
、
ご
理
解

を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＠

る
程
度
の
差
異
は
や
む
を

得
な
い
」
と
の
回
答
が
半
数
を
越
え
、

約
5
3
％
を
示
し
て
い
ま
す
し
、
「
大
い

に
改
善
」
・
「
も
っ
と
改
善
」
の
％
も
男

性
よ
り
も
低
い
数
字
を
示
し
て
い
る
こ

と
も
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
点
で
す
。

今
後
は
、
ま
ず
女
性
自
身
が
自
分

た
ち
の
お
か
れ
て
い
る
実
情
を
認
識

す
る
と
と
も
に
、
意
識
を
変
え
て
い

く
学
習
の
場
を
も
う
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
頂
い
た

皆
様
に
紙
面
を
代
り
て
、
重
ね
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

婦
人
問
題
地
域
推
進
員

徳
岡
力
子
、
福
田
昭
子
、
堀
田
典
子
、

清
水
澄
江
、
越
峠
恵
美
子

Soumu
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町
の
よ
う
す
を
満
載
し
た

副
読
本
が
完
成

小
学
生
三
・
四
年
生
対
象
に

▲副読本が小学生の代表に

手渡された贈呈式

⑳

二
月
八
日
、
教
育
委
員
会
事
務
局

の
会
議
室
に
お
い
て
、
副
読
本
「
わ

た
し
た
ち
の
ま
ち
江
府
町
」
　
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲できたばかりの副読本を手にして喜びいっぱい

の先生と児童たち（教育委員会事務局の会議室）

こ
の
副
読
本
は
、
二
一
世
紀
を
担

う
子
供
た
ち
に
、
郷
土
の
よ
さ
を
よ

り
深
く
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
江
府

町
役
場
の
農
林
課
が
企
画
。
そ
し
て

中
国
四
国
農
政
局
大
山
山
麓
開
拓
建

設
事
業
所
が
発
行
し
た
も
の
で
す
。

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
江
府
町
学

校
教
育
振
興
会
の
小
・
中
学
校
の
社

会
科
主
任
が
担
当
。
約
一
年
が
か
り

で
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
福
田
町
長
、
宮
崎
大
山
山

麓
開
拓
建
設
事
業
所
長
か
ら
児
童
の

代
表
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

編
集
委
員
の
千
藤
尭
校
長
（
俣
野

小
）
は
　
「
昭
和
五
五
年
に
で
き
た
副

読
本
が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
変
り

つ
つ
あ
る
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
よ
う

を
機
会
を
得
て
、
作
成
で
き
た
こ
と

は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
」
と
。

そ
し
て
、
こ
の
副
読
本
は
町
内
小

学
校
の
三
・
四
年
生
（
こ
の
た
び
は

中
学
生
に
も
）
　
に
涯
さ
れ
ま
す
。

古タイヤを利用した

フラワープランターがお目見え

▲袋原のバス停留所にお目見えしたフラワープランター

（写真提供日野農業改良普及所）

袋
原
の
バ
ス
停
に
お
目
見
え
し
た

古
タ
イ
マ
を
利
用
し
て
で
き
た
フ
ラ

ワ
ー
プ
ラ
ン
タ
ー
（
プ
ラ
ン
タ
ー
と

は
植
物
栽
培
用
の
容
器
の
こ
と
）
。

こ
れ
は
、
袋
原
の
万
が
あ
る
町
で

古
タ
イ
ヤ
を
使
っ
た
飾
り
を
見
た
こ

と
が
あ
り
、
何
か
す
る
こ
と
が
で
き

を
い
か
と
思
い
、
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
。日
野
農
業
改
良
普
及
所
に
相
談
し

N
H
K
の
雑
誌
「
趣
味
の
園
芸
」
　
に

古
タ
イ
ヤ
を
利
用
し
て
、
白
鳥
を
製

作
し
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
も
と
に
、
製
作
を
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

袋
原
で
は
、
花
づ
く
り
が
盛
ん
で

栽
培
し
た
花
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
バ
ス
停
や
家
の
玄
関

先
に
め
ず
ら
し
い
プ
ラ
ン
タ
ー
に
入

っ
た
花
が
い
っ
ぱ
い
、
こ
の
春
に
は

お
目
見
え
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

袋
原
の
ご
婦
人
の
み
を
さ
ん
は
二

月
末
に
は
普
及
員
さ
ん
の
指
導
を
受

け
て
、
フ
ラ
ワ
ー
プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く

り
に
取
り
組
ま
れ
る
そ
う
で
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



（12）

※
　
申
込
者
が
募
集
区
画
数
（
四
二

区
画
）
を
こ
え
た
場
合
は
抽
選

で
決
定
し
、
三
月
一
〇
日
ま
で

に
利
用
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
五
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト

「
町
報
愛
読
友
の
会
」
発
足

ご
親
せ
き
に
・
ご
友
人
に
町
報
を

蘭良巳宙

カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム

利
用
者
募
集

カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム

管
理
人
募
集

働
い
て
み
ま
せ
ん
か
　
市
民
農
園
で

市
民
農
園
「
カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム
」
が
本
年
六
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
農
園
は
、
一
区
画
（
五
〇
〇
2
m
）
に
自
由
に
作
物
を
栽
培
し
て

頂
く
も
の
で
、
土
に
ふ
れ
あ
い
、
野
菜
を
つ
く
る
喜
び
を
知
っ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

「
開
園
予
定
・
場
所

平
成
五
年
六
月
一
日

か
さ
　
■
つ
　
∫
■
り

江
府
町
御
机
字
笠
良
凰

二
、
募
集
区
画
数

四
二
区
画
（
一
区
画
五
〇
〇
2
m
）

三
、
利
用
料
金

一
区
画
（
一
年
間
一
〇
万
円
）

四
、
利
用
期
間

三
か
年
以
内
　
（
三
年
ご
と
に
更

新
も
で
き
ま
す
）

五
、
申
込
方
法
・
お
問
い
合
せ
先

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
次
の
所
に

お
送
り
下
さ
い
。

〒
六
八
九
－
四
四

日
野
郡
江
府
町
江
尾
四
七
五

江
府
町
役
場
　
農
林
課

℡
〇
八
五
九
（
七
五
）
二
二
二

六
、
申
込
し
め
切
り
目

平
成
五
年
二
月
二
六
日
（
金
）

「
勤
務
場
所

江
府
町
御
机
字
笠
良
原

二
、
勤
務
内
容

●
農
園
の
管
理

●
宿
泊
施
設
の
営
業
と
管
理

三
、
募
集
人
員

二
名
（
四
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

夫
婦
一
組
）

四
、
待
　
　
遇

●
身
分
　
嘱
託

●
給
与
　
面
談
の
上
決
定

●
住
込
み
設
備
完
備

五
、
審
　
　
査

●
書
類
選
考

●
面
　
　
談

六
、
採
用
日

平
成
五
年
四
月
一
日

七
、
応
募
方
法

次
の
所
に
履
歴
書
を
お
送
り
下

さ
い
。

八
、
応
募
先
・
お
問
い
合
せ
先

〒
六
八
九
－
四
四

日
野
郡
江
府
町
江
尾
四
七
五

江
府
町
役
場
　
農
林
課

℡
〇
八
五
九
（
七
五
）
二
二
一
一

移
り
変
っ
て
い
く
江
府
町
の
話
題

が
満
載
し
た
江
府
町
報
「
こ
う
ふ
」
を

ご
親
せ
き
・
ご
友
人
に
送
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
た
び
、
平
成
五
年
度
（
四
月
）

か
ら
「
町
報
愛
読
友
の
会
」
を
発
足

い
た
し
ま
す
。

こ
の
会
は
、
江
府
町
報
を
町
内
出

身
者
を
は
じ
め
ご
友
人
の
方
々
を
ど

江
府
町
の
今
を
知
っ
て
頂
く
た
め
に

発
足
す
る
も
の
で
す
。

ご
親
せ
き
・
友
人
に
町
報
を
送
り

た
い
と
い
う
皆
さ
ん
は
次
の
所
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

一
、
会
費
一
〇
〇
〇
円
（
一
年
間
分
）

二
、
申
込
方
法
・
申
込
先

会
費
一
〇
〇
〇
円
を
江
府
町
役

場
総
務
課
広
報
係
に
持
参
の
上

送
り
先
の
住
所
、
氏
名
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

三
、
申
込
期
限

平
成
五
年
四
月
三
十
日
（
金
）

※
　
平
成
五
年
四
月
よ
り
配
布
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



交通事故こ相隣

●電話のご相談もお受けします

℡0857－24－4233（直通）

相談日：月曜から金曜午前9時半～午後4時40分

◎専門の相談員が親身になってご相談に応じます

◎弁護士相談日：毎週水曜日午後1時～4時

社団法人日本損害保険協会

鳥取自動車保険請求相談センター
．rも堺市今町1－103住友生命．仏塀ビル3階．r．も塀調査事務所内℡0857－23－5161

⑳
悼続き

雇
用
保
険
法
に
よ
る
基
本
手
当
は

被
保
険
者
が
離
職
し
失
業
し
て
い
る

場
合
に
、
基
本
手
当
の
一
日
当
た
り

の
額
で
あ
る
　
「
基
本
手
当
日
額
」
が

「
受
給
期
間
」
及
び
「
所
定
給
付
日
数
」

を
限
度
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

基
本
手
当
日
額
は
、
原
則
と
し
て

被
保
険
者
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
た

離
職
前
六
か
月
間
の
賃
金
の
総
額
（
臨

時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
及
び
三
か
月

を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る

賃
金
を
除
く
。
）
を
一
八
〇
で
除
し
て

得
た
額
（
こ
れ
を
「
賃
金
日
額
」
と
い

（13）

第3回シートベルト着用推進キャンペーンクイズ

1シートベルトは、衝突時の衝撃で身体がフロントガラスにぶつかったり、車外

に放り出されたりするのを防ぐ、大切を命綱ですが、衝突時の衝撃が想像以上に

大きいことは、意外と知られていません。例えば、時速40血で衝突したときの

衝撃は高さ6mからの落下に等しく、時速60kmでは高さ14m、時速80kmで

は高さ25mというように、スピードが増加すればするほど、受ける衝撃も飛躍

的に大きく在っています。

では問題です。時速100kmで固定壁に衝突したときの衝撃は、高さ何mから

の落下に等しいでしょうれ

①　20m　　②　30m　　③　40m
2　自動車乗車中の事故死者のうち約8割はシートベルト非着用者で、その多くは

若者が占めています。平成4年11月末現在における自動車乗車中事故死者の年

齢層別シートベルト着用状況は次のようにをっています。

年齢 層 0 ～ 15 16 ～ 24 2 5－ 29 30 ～ 4 9 5 0 、・64 65 以 上 合　 計

着　 用 13 21 7 74 246 254 12 3 927

非着 用 82 1 ，264 341 8 33 553 26 7 3 ，340

では問題です。平成4年11月末現在における自動車乗車中シートベルト非着

用の交通事故死者総額のう引6～24歳の若者は約何割を占めているでしょうれ

①　2割　　②4割　　⑨　6割
☆全問正解者の中から厳正を抽選により次の賞品を差し上げます。

●賞　品　Aコース　電子ブックプレーヤー　　　　20名

Bコース　マルチディスクプレーヤー　　20名

Cコース　パーソナルカラーテレビ　　　30名

●応募方法　官製はがきに、希望の賞品コース名、クイズの答、あをた

の住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号を明記のうえ

〒106　東京都港区西麻布3－24－20

柳日本交通安全教育普及協会「シートベルトクイズ」F係

まで、お送りください。

●応募締切　平成5年4月15日（木）（当日消印有効）

※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。

●主　催　シートベルト着用推進協議会

争
い
ま
す
。
）
を
「
基
本
手
当
日
額
表
」
に

あ
て
は
め
て
算
定
し
ま
す
。

今
回
の
関
係
法
令
の
改
正
で
は
定

年
後
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
た
後
、
離

職
し
た
場
合
、
離
職
時
に
お
け
る
賃

金
日
額
が
定
年
時
に
お
け
る
貸
金
日

額
と
比
べ
て
低
い
場
合
に
つ
い
て
は

特
例
と
し
て
、
定
年
時
に
お
け
る
賃

金
日
額
を
基
礎
と
し
て
基
本
手
当
日

額
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
定
年
時
に
お
け
る
事
業
主
の
届
出

手
続
等

1
．
事
業
主
の
届
出
等

事
業
主
は
そ
の
雇
用
す
る
被

保
険
者
が
次
の
要
件
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
「
定
年

時
賃
金
証
明
書
」
を
速
や
か
に
そ

の
事
業
所
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

㈲
　
六
十
歳
以
上
の
定
年
に
達
し

た
後
、
引
き
続
き
被
保
険
者
と

し
て
雇
用
す
る
場
合

㈲
　
平
成
四
年
十
月
一
日
以
降
に

定
年
を
迎
え
た
場
合

2
．
事
業
主
へ
の
通
知
等

㈲
　
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
事

業
主
か
ら
提
出
さ
れ
た
　
「
定
年

時
賃
金
証
明
書
」
に
よ
り
、
本
措

置
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
場
合
は
、
事
業
主
に

対
し
て
　
「
定
年
時
賃
金
証
明
書

（
本
人
手
続
用
）
」
及
び
「
定
年
時

賃
金
登
録
通
知
書
」
を
交
付
し

ま
す
。

㈲
　
「
定
年
時
賃
金
証
明
書
（
本
人

手
続
用
）
」
は
、
当
該
被
保
険
者

が
離
職
し
た
場
合
に
は
、
事
業

主
か
ら
被
保
険
者
に
対
し
て
交

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

当
該
離
職
時
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
定
年
時
賃
金
翌
録
通

知
書
」
は
、
当
該
被
保
険
者
に

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

◎
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
た
後
、
離
職

し
た
時
の
届
出
・
手
続
等

㈲
　
事
業
主
は
、
離
職
し
た
被
保

険
者
に
対
し
て
、
①
離
職
に
際

し
て
通
常
の
手
続
き
に
よ
り
交

付
さ
れ
た
「
離
職
票
」
（
二
枚
一

組
）
及
び
②
保
管
し
て
あ
っ
た

「
定
年
時
賃
金
証
明
書
（
本
人
手

続
用
）
」
を
交
付
し
て
下
さ
い
。

㈲
　
被
保
険
者
が
離
職
し
失
業
し

て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
る
基

本
手
当
は
、
「
定
年
時
賃
金
証
明

書
」
と
「
離
職
票
」
に
基
づ
き
、
離

職
時
に
比
べ
て
定
年
時
に
お
け

る
賃
金
に
基
づ
い
て
算
定
し
た

額
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

在
り
ま
す
。

※
　
詳
し
い
手
続
に
つ
い
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
根
雨
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



3日盟

3月7日　日程

8：00～9：50　受　　付

10：00　　開会式

10：20　　スタート

14：00　　閉会式

＼＼、　　／　‾

Soumu
四角形

Soumu
四角形



（15）

人の動き
お
誕
生お
め
で
と
う

二

、

　

人

▼

本
　
五
　
　
中
前
　
浩
太雄
一
　
長
男

ご
結
婚
を祝
し
ま
す

岡
田
　
賢
郎

清
川
　
和
美

森
田
　
輝
寛

永
井
あ
け
み

西
村
　
弘
樹

矢
倉
誇
吏
子

阿
久
根
雅
範

宮
本
　
明
子

岡
田
　
　
豊

清
水
あ
ゆ
み
）

貝
田
岡
山
県
真
庭
郡
か
ら

貝
田
大
阪
市
西
成
区
か
ら

江
尾
米
子
市
か
ら

大
阪
府
三
島
郡

俣
野
か
ら

西
伯
郡
大
山
町

大
河
原
か
ら

⑳

御
机
　
　
新
　
書
久
子
　
　
6
4
歳

達
彦
　
宅

佐
川
　
　
森
谷
　
　
光
　
　
8
7
歳

明
夫
　
宅

御
机
　
　
伊
達
　
　
勇
　
　
7
0
歳

武
　
　
宅

武
庫
　
　
佐
々
木
ゆ
う
　
　
㈹
歳

公
人
　
宅

久
遠
　
　
杉
原
　
覚
雄
　
　
6
6
歳

悦
香
　
宅

大
河
原
　
井
上
　
よ
り
こ
　
紀
歳

弘
美
　
宅

吉
原
　
　
清
水
　
正
人
　
　
6
5
歳

さ
つ
き
宅

宮
市
　
　
河
上
　
き
よ
の
　
9
0
歳

宗
暗
　
宅

ひとことふたこと

蟄愈守矛□白眉旬野d匂

電車でのできごと

⑳

な
時
も
あ
っ
た
の
に
と
懐
し
い
気
持

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

電
車
が
駅
に
停
り
ま
し
た
。
学
生

た
ち
も
ど
や
ど
や
と
下
車
。

先
ほ
ど
ま
で
話
を
し
て
い
た
学
生

た
ち
も
。

と
こ
ろ
が
、
ボ
ッ
ク
ス
の
窓
ぎ
わ

に
ジ
ュ
ー
ス
の
空
音
が
置
い
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
自
分
が
飲
ん
だ
空
岳
ぐ
ら
い
片

付
け
れ
ば
、
い
い
の
に
」
　
と
心
の
を

か
で
つ
ぶ
や
い
て
い
る
自
分
。

こ
れ
か
ら
、
楽
し
い
旅
に
で
か
け

る
人
も
い
れ
ば
、
家
路
を
急
ぐ
会
社

∵
∴
∴
十
　
．

成5年1月

前月比

世帯数1，198（±0）

人　口4，錮6（－2）

男　2，186（－2）

女　2，360（±0）

＝・：コ∴∴こ1．・∴．無∴こ．r■∴■・－　■．∴・r三、■・，」

ご
め
い
福
を

祈
り
ま
す

本
一
　
藤
田
　
石
人
　
　
5
6
歳

喜
久
　
宅

訂
　
正

一
月
号
の
町
報
「
人
の
動
き
」
の
ご

結
婚
の
コ
ー
ナ
ー
で
貝
田
の
森
田
千

秋
さ
ん
は
森
田
千
枝
さ
ん
の
誤
り
で
し

た
の
で
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
電
車
に
乗
り
ま
し
た
。

い
つ
も
、
車
で
運
転
し
な
が
ら
見
る

景
色
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
変
っ
て
み
え
る

気
が
し
ま
し
た
。

電
車
に
乗
る
と
、
楽
し
み
と
言
え

ば
本
を
読
む
こ
と
。
わ
ず
か
を
時
間

ゴ
ト
ゴ
ト
と
電
車
に
ゆ
ら
れ
を
が
ら

活
字
に
目
を
や
っ
て
い
る
と
学
生
の

こ
ろ
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

電
車
の
な
か
は
、
学
校
帰
り
の
学

生
で
い
っ
ぱ
い
。
時
々
本
を
読
む
よ

り
学
生
た
ち
の
弾
ん
だ
声
に
耳
が
そ

ば
立
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ふ
と
、
斜
め
前
に
座
っ
て
い
た
学

生
た
ち
に
目
を
や
る
と
、
ジ
ュ
ー
ス

を
飲
み
を
が
ら
楽
し
そ
う
に
何
や
ら

話
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
も
、
あ
ん

に
座
っ
た
ら
、
ど
ん
を
気
持
ち
が
す

る
で
し
ょ
う
か
。

公
衆
マ
ナ
ー
に
鈍
感
を
日
本
人
に

し
ば
し
ば
手
厳
し
い
ご
意
見
を
海
外

か
ら
賜
る
昨
今
で
す
。

時
代
を
担
う
学
生
た
ち
が
世
界
最

高
水
準
の
教
育
を
受
け
、
知
的
レ
ベ

ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で
し

ょ
う
が
、
そ
れ
と
合
い
ま
っ
て
、
公

衆
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
在
ら
な
い
点
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

い
つ
も
、
相
手
の
気
持
ち
に
立
っ

て
、
行
動
で
き
る
一
人
ひ
と
り
で
あ

り
た
い
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
大
人
た
ち
も
。
（係）

羊、＿・二、聖二二、．木立

編
集
後
記

▼
奥
大
山
ス
キ
ー
場
に
も
県
内
外
か

ら
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
あ
ふ
れ
て
、

車
は
ス
キ
ー
場
か
ら
御
机
方
面
に
向

か
っ
て
約
三
〇
〇
㍍
の
列
が
で
き
る

ほ
ど
。
そ
の
事
の
列
を
か
き
わ
け
、

や
っ
と
の
思
い
で
到
着
す
る
と
真
白

の
ス
キ
ー
場
に
は
色
と
り
ど
り
の
ス

キ
ー
ウ
ェ
ア
ー
で
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
。

カ
メ
ラ
を
の
ぞ
く
と
赤
・
育
・
黄

を
ど
の
原
色
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

「
派
手
だ
を
あ
ー
」
と
思
い
つ
つ
、

自
分
の
足
元
を
見
る
と
黒
の
長
靴
。

白
い
ゲ
レ
ン
デ
に
黒
の
ゴ
ム
長
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
（
対
比
）
が
や
け
に
ス

キ
ー
ヤ
ー
の
視
線
を
あ
び
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
場
違
い
を
所
に
来
た

と
思
い
つ
つ
、
（
も
し
か
す
る
と
自
分

の
方
が
目
立
っ
て
い
る
の
か
も
）
取

っ
た
写
真
が
表
紙
で
す
。

▼
女
性
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
「
結
婚
に
つ
い
て
」
の
質
問
が
あ
り
、

「
一
人
立
ち
で
き
れ
ば
、
結
婚
し
を
く

て
も
よ
い
」
と
の
女
性
回
答
が
3
0
％
′
．

女
性
の
結
婚
願
望
が
徐
々
に
崩
れ

て
い
る
の
は
都
会
の
こ
と
だ
け
と
思

っ
て
い
た
の
に
、
驚
き
ま
し
た
。

回
答
者
に
は
、
既
婚
者
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
わ
け
で
今
の
現
実
に
そ
の
よ

う
を
思
い
が
あ
る
の
か
と
推
察
す
れ

ば
、
思
わ
ず
背
筋
の
伸
び
る
思
い
が

し
ま
し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



号362第

発
行
・
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ゲレンデは人・人・人でいっぱい。そして、大自然のなかで

スキーを楽しむ人々の笑顔もいっぱいです。

（奥大山スキー場、ペア・リフトより）
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